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再利用情報を利用した
メールとタスクの関連付けシステムの提案

小林 寛明1 乃村 能成1

概要：メールとカレンダ上のタスクを関連付けて管理することで，相互参照が可能となり，仕事の効率化
が期待できる．しかし，関連付けの手間が大きいと，それ自体がコストとなってしまう．そこで，本稿で
は，関連付けの手間を軽減する手法として，タスクやメールが周期的に再利用されている事に着目した．
具体的には，タスクやメールを新規ではなく，再利用 (コピー)で作成させることによって，その履歴を蓄
積し，タスク間やメール間の関連性を検出することで，利用者を支援する．また，利用者を支援する具体
的なシステムを設計し，動作の概要について述べた．
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1. はじめに
オフィスにおける主要なアプリケーションとして，メー
ルとカレンダシステムがある．作業の日程管理にはカレン
ダが利用される．本稿では，カレンダに登録された作業を
特にタスクと呼ぶ．タスクに関する報告や連絡にはメール
が利用される．両者は，互いに関連する情報を含んでいる
ことが多く，メールとタスクを関連付けて管理することで，
仕事の効率化が期待できる．また，これらを意識したシス
テムやツールが多く存在する [1][2]．
メールとタスクは関連する情報を保持しているものの，
扱う情報が異なる．たとえば，メールとカレンダを利用す
る例として，「会議」という作業を考える．まず，タスクと
してカレンダに「会議」が登録される．また，「会議のお知
らせ」というメールが関係者に送信され，その会議の目的
や議題，関連する資料などが告知される．つまり，タスク
は，主に作業の実施日時の情報を一覧性の高い方法で提供
するのに対して，メールは，作業に関する詳細な情報，ある
いは議論を保持しているといえる．このため，作業の情報
を得るには，メールとタスクのそれぞれがもつ情報を利用
して，作業の情報を補足することが有効である．また，こ
の際，メールとタスク間の関連を利用して，関連するメー
ルとタスクを同時に閲覧できれば，作業の情報を補足する
手間を軽減できる．
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このように，タスクとメールを相互に関連付けることで
作業の効率化が期待できるものの，メールとタスクの関連
を発見したり，ユーザに別途関連付の操作をさせることは，
難しい．
メールとタスク間の関連性を利用して作業を効率化する
関連研究として，タスクに関連したリソースを自動抽出
して提供することによりメール作成を支援する研究があ
る [3]．しかし，リソースを適切に自動抽出できなかった
場合はメール作成の支援が得られないため，自動抽出の精
度に依存しているといえる．他にも，メールや添付ファイ
ルといった要素をタスクを中心とした集合で管理する研究
がある [4]．しかし，集合に要素を含める作業はユーザが
全て手動で行う必要があり，手間がかかる．また，多くの
メールアプリケーションでは，メールからタスクを登録す
る方式を提供しているが，タスクを先に登録してしまった
場合には，後から既存タスクにメールを関連付けることは
難しい．
そこで，本稿では，多くの作業が繰返し発生しているこ
とに着目した関連付け手法を提案する．多くの繰り返し作
業では，タスクの登録やメールの送信時に過去の同様のタ
スクやメールの内容をコピーして再利用することがよく
ある．この再利用の元と先の関係を蓄積して利用すること
で，再利用元のメールに既に関連するタスクがあれば，再
利用先のメールにも同様のタスクがあると推測できる．同
様に，過去のタスクを参考に新たなタスクを作成して登録
する際，過去のタスクに関連するメールから，新たなタス
クに関連して送信すべきメールを把握できる．
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本稿では，これら一連の再利用の操作をユーザのコピー
＆ペーストではなく明示的なユーザインタフェース操作
として提供することで，そのユーザインタフェースを通じ
て行った再利用を捉えて再利用情報として蓄積し，メール
とタスクの関連付けに役立てる方式について検討する．ま
た，検討に基づいて，再利用情報を利用したメールとタス
クの関連付けシステムを提案する．
以降では，まず，メールとタスクが実際にはどの程度関
連するかを調査する．この調査により，メールとカレンダ
の連携の利点を得られる機会が多いことを確認する．次
に，既存のアプリケーションでメールとカレンダの連携の
利点を得るうえでの問題とその対処を提案する．最後に，
提案する対処を実現するシステムを設計する．

2. メールとカレンダの連携
2.1 メールとカレンダの連携とは
本稿におけるメールとカレンダの連携とは，以下の 3つ
を指す．
( 1 ) メールとタスクの関連の情報を保持
メールとタスク間には関連がある．この関連を情報と
して保持する．具体的には，関連するメールとタスク
を一意に特定できる情報の組を関連の情報として保持
する．この情報により，関連するメールとタスクが分
かる．

( 2 ) 関連するメールとタスクを参照
メールとタスクの関連の情報を利用して，双方から他
方を参照可能にする．これにより，関連するメールと
タスクを閲覧できれば，タスクに関連して送信すべき
メールの存在を把握できる．

( 3 ) 再利用操作を利用したメールとタスクの関連付け支援
再利用とは，過去のメールやタスクを参考にして類似
したメールやタスクを作成することである．メールを
再利用した際，再利用元のメールに関連しているタス
クから，再利用先のメールに関連するタスクの存在を
予測できる．同様に，過去のタスクを参考に新たなタ
スクを作成し登録した場合，新たなタスクに関連する
メールの存在を予測できる．

2.2 メールの再利用と再利用情報
タスクの中には，繰返し発生するものがある．このよう
なタスクに関連するメールは繰返し発生し，過去のメール
と類似した内容のメールが繰返しやりとりされる．この
際，メールの再利用が行われる．メールの再利用とは，過
去のメールの文面をコピーし，修正して新しいメールを作
成することである．しかしながら，メールの再利用は，そ
の事実が利用者の記憶にしか蓄積されないため，再利用の
情報を有効に活用することは難しい．あるいは，再利用が
容易にできなければ，メール作成の手間も増大する．これ
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図 1 タスクの詳細記述欄にメールに含まれる情報を記述する例

らの問題を解決するために，メールの再利用を促進するシ
ステムが提案されている [5]．このシステムは，メールを再
利用した履歴の情報を再利用情報として保持する．再利用
情報は，再利用元・再利用先のメールを一意に特定できる
識別子や再利用された日時といった情報で構成される．こ
の再利用情報を利用して，メールの再利用の提案やテンプ
レートによるメールの作成支援をシステムが行い，メール
の再利用における問題に対処する．

2.3 タスクの再利用と再利用情報
多くのタスクは「2週間に 1回」や「毎年 12月下旬」の
ように，ある程度決まった周期性に基づいて繰返し発生す
る [6]．このため，将来の予定を計画する際には，過去の
タスクが再利用されることが多い．タスクの再利用とは，
過去のタスクを参考に同様の新たなタスクを作成すること
である．このタスクの再利用を支援するため，作業間の関
係を集合の包含関係でモデル化する手法が提案されてい
る [7]．この手法では，繰返し発生する同様のタスクをリ
カーレンスという集合にまとめ，次に発生する同様の予定
の推測に利用する．これにより，同一のリカーレンスに属
する過去のタスクを参考に新たなタスクを作成できる．こ
のため，このリカーレンスがタスクを再利用した履歴の情
報，すなわち再利用情報であると捉えられる．

2.4 メールとカレンダの連携の利点
本研究の目的は，2.1節で述べた連携を 2.2節と 2.3節で
述べた再利用情報を利用して実現することである．これに
より，以下の 3つの利点が得られる．
( 1 ) 作業の情報を補足する手間の軽減
作業の詳細な情報を把握するには，メールがもつ作業
の情報を補足する必要がある．このため，タスクに関
連するメールを探し出して参照することが考えられる．
たとえば，「忘年会」というタスクの場合，過去にやり
とりしたすべてのメールの中から，作業の詳細な情報
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図 2 タスクに関連して送信すべきメールを把握する例

をもつ「忘年会の詳細と会費について」というメール
を探し出して参照することで，作業の詳細な情報を得
られる．また，メールの文面に含まれる作業の情報を
タスクの詳細情報欄に記述しておくことにより，タス
クを見ることで作業の詳細な情報を得る場合もある．
この例を図 1に示す．図 1は，「忘年会」というタス
クの詳細情報欄に「忘年会の詳細と会費について」と
いうメールに含まれる作業の情報を記述する様子を表
している．
これらの場合，メールの探索や詳細情報の記述作業に
より，手間がかかる．メールとタスクを関連付け，関
連するメールとタスクを同時に閲覧すれば，メールの
探索や詳細情報の記述作業は必要なく，手間を軽減で
きる．

( 2 ) タスクに関連して送信すべきメールの把握
メールとタスクが関連付けられていれば，タスクの再
利用情報を利用して再利用元となった過去のタスク
を参照することで，タスクに関連したメールの送信の
必要性，時期，および目的を把握できる．タスクに関
連して送信すべきメールを把握する例を図 2に示す．
図 2は，「第 2回打合せ」というタスクを登録した際
に，再利用元となった過去の「第 1回打合せ」とこれ
に関連する「第 1回打合せ議事録」というメールを参
照し，「第 2回打合せ」の翌日に「第 2回打合せ議事
録」というメールを送信すべきと把握する様子を表し
ている．

( 3 ) メール送信を契機とした登録すべきタスクの把握
メールを再利用する際，再利用元となるメールに関連
しているタスクがあれば，再利用先のメールに関連す
るタスクを把握できる．メール送信を契機として登録
すべきタスクを把握する例を図 3 に示す．図 3 は，
「第 1回打合せについて」というメールを再利用して
「第 2回打合せについて」というメールを作成した際，
「第 1回打合せについて」に関連する「第 1回打合せ」
から，「第 2回打合せについて」に関連して「第 2回打
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図 3 メール送信を契機として登録すべきタスクを把握する例

合せ」というタスクを登録すべきと把握する様子を表
している．

(1)について，作業の完了後に再び同様の作業が発生し
た際，メールとタスクは参照されると考えらえる．つまり，
一度のみのメールとタスクは完了後には参照されないた
め，あまり利点を得られない．(2)と (3)についても，メー
ルとタスクが繰返し発生している場合に得られる利点であ
る．以上より，一度のみのメールとタスクを関連付けても
得られる利点は少なく，有益性が期待できない．利点が多
く得られるのは，繰返し発生するメールとタスクを関連付
けた場合であるため，再利用情報を利用してメールとタス
クの連携を図る本方式は，理にかなっているといえる．

3. メールとタスクの関連の調査
3.1 調査対象
メールとタスクが実際にどの程度関連するかを確かめる
ため，著者らが所属する研究グループにおいて，メールと
カレンダ上のタスクの関連について調査した．具体的に
は，研究グループでの共有カレンダに登録されているタス
クと，メーリングリストに流れたメールとの結びつきを数
え上げた．
調査に用いるメーリングリストと共有カレンダは以下の
特徴をもつ．
特徴 1 多人数で運用される
研究グループに所属する 40名程度が利用する．

特徴 2 メーリングリストは作業の連絡に多用される
メーリングリストには，作業の日程連絡や事後報告の
メールが送信される．たとえば，「打合せ」という作
業の報告を行う「打合せ議事録」や「ボウリング大会」
という作業の連絡を行う「ボウリング大会のお知らせ」
が送信される．

特徴 3 共有カレンダは定期的に発生する作業を含む
著者らが所属する研究グループでは，1年の間に複数
回，定期的に発生する作業がある．共有カレンダには
このような作業が含まれる．たとえば，1カ月ごとに
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図 4 タスクを抽出できるメールの例

発生する「ミーティング」がある．
( 1 ) 調査対象
調査対象とするのは，調査対象期間 (2013年 1月 1日～
2013年 12月 31日)に研究グループのメーリングリス
トに流れたメール 508通と，同期間に研究グループの
共有カレンダに登録されているタスク 53 件である．
それぞれの調査対象について，以下で詳しく述べる．

( 2 ) メール
調査対象期間に研究グループのメーリングリスト宛に
送られたメールのうち，勤怠管理に関するメールを除
外したメール 508通である．

( 3 ) タスク
調査対象とするのは，以下の 2種類のタスクの合計 53

件である．
( a ) 共有カレンダに登録されたタスク

研究グループの共有カレンダに登録されているタ
スクのうち，調査対象期間に登録されているタス
ク 26件である．

( b )共有カレンダに後に補完されたタスク
調査対象期間に研究グループの共有カレンダにタ
スクとして本来登録されるべきだが，登録を忘れ
たため実際には登録されず，調査のため調査対象
のメールから抽出され，補完されたタスク 27件
である．タスクを抽出できるメールの例を図 4に
示す．図 4のメールの文面から，「新 B4歓迎会」
が実施されたことが分かる．このため，「新 B4歓
迎会」をタスクとして抽出する．

3.2 関連の基準
メールとタスクが同じ作業の情報をもつ場合，メールと
タスクは関連するといえる．また，タスクの実施に向けて
必要な別の作業の情報やタスクの実施後に付随して発生す
る作業の情報をメールがもつ場合も，メールとタスクは関
連すると考えられる．そこで，今回の調査では，タスクに

題目: 2013ᖺ度研修会䛾研究Ⓨ表希望者䛻関し䛶定
日付: 2013/05/21 13:18 

送信者: ○○ ××定
定
SWLAB䛾皆様へ定
研修会幹事䛾○○××䛷す．定
定
8᭶29日(木)䛸8᭶30日(金)䛻䛚䛝䜎し䛶䠈研修会䜢
行い䜎す．定
 

研修会䛾日程䠈会場䠈䛚䜘び予算䜢以ୗ䛻示し䜎す．定
‐‐‐ 

䛆日程䛇8᭶29日(木)〜8᭶30日(金)䛾1泊2日定
䛆会場䛇公共䛾宿䛂△△荘䛃 
䛆予算䛇1人あ䛯䜚10,000෇定

         研修会 

䠄2013/8/29〜30䠅定

䝯䞊䝹1定

䝯䞊䝹2定

関
連定

2013ᖺ8᭶定
日 定᭶ 定火 定水 定木 定金 定土定
　　 定　　 定　　 定　　 定  1     2     3 

  4     5     6     7     8     9   10 

11   12   13   14   15   16   17 

18   19   20   21   22   23   24 

25   26   27   28   29   30   31定

題目: 食物䜰䝺䝹䜼䞊䛾調査定
日付: 2013/05/21 14:13 

送信者: ○○ ××定
定
SWLAB䛾皆様 

研修会幹事䛾○○䛷す．定
定
研修会䛾食事䛷䛿䠈食物䜰䝺䝹䜼䞊䜢考慮す䜛必要
䛜あ䜚䜎す．定
䛣䛾䛯䜑䠈皆様䛾食物䜰䝺䝹䜼䞊䛻䛴い䛶調査し䛯い
䛸思い䜎す．定
定
各部ᒇ䛤䛸䛻食物䜰䝺䝹䜼䞊䛾᭷無䛸種類䜢䜎䛸䜑䠈6
᭶14日(金)䜎䛷䛻研修会幹事䜎䛷䝯䞊䝹し䛶く䛰䛥い．定

呍
呍
呍定

図 5 関連するメールとタスクの例

対してメールが下記のどちらかの基準を満たす場合，メー
ルとタスクが関連するものとする．
基準 1 メールの文面にタスクに直接的に関係する情報が
含まれる
タスクに直接的に関係する情報として，以下の 3つが
挙げられる．
( 1 ) タスクの実施時期
( 2 ) タスクの実施場所
( 3 ) タスクの内容

基準 2 メールの文面にタスクに間接的に関係する情報が
含まれる
タスクに間接的に関係する情報として，以下の 2つが
挙げられる．
( 1 ) タスクの実施前に行う必要のある作業の情報
( 2 ) タスクの実施後に行う必要のある作業の情報
関連するメールとタスクの例を図 5に示す．「研修会」
のタスクと，「メール 1」と「メール 2」の 2通のメールが
ある．「メール 1」は「研修会」というタスクの実施時期
と実施場所を文面に含んでおり，基準 1を満たす．また，
「メール 2」は「研修会」というタスクの実施前に行う必要
がある「食物アレルギーの調査」という作業の情報を文面
に含んでおり，基準 2を満たす．

3.3 調査結果
調査結果を表 1と表 2に示す．表 1はタスクから見た
メールとの関連，表 2はメールから見たタスクとの関連を
示している．調査結果から，以下の 2つのことが分かった．
( 1 ) メールとカレンダの連携の利点を得られる機会が多い
表 1 より，(A) 共有カレンダに登録されたタスクの
88%にあたる 23件のタスクがメールと関連すると分
かった．また，(B)共有カレンダに後に補完されたタ
スクを含めた場合はタスク全体の 94%にあたる 50件
のタスクがメールと関連すると分かった．これらより，
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表 1 メールと関連するタスクの調査結果
メールと関連する メールと関連しない 総数
タスク タスク

(割合) (割合)

(A) 共有カレンダに登録された 23 3 26

タスク (88%) (12%)

(B) 共有カレンダに後に補完された 50 3 53

タスクを含む場合 (94%) (6%)

表 2 タスクと関連するメールの調査結果
タスクと関連するメール タスクと関連しない 総数

(A) 共有カレンダに登録された (B) 共有カレンダに後に補完された メール
タスク タスクを含む場合

(割合) (割合) (割合)

75 199 309 508

(15%) (39%) (61%)

タスクはメールと関連することが多く，2.4節で述べ
たメールとカレンダの連携の利点を得られる機会が多
いと考えられる．

( 2 ) タスクと関連するメールの割合は，タスクの登録粒度
に依存する
表 2より，(A)共有カレンダに登録されたタスクに関
連するメールは，調査対象メール全体の 15%にあた
る 75通であると分かった．また，(B)共有カレンダ
に後に補完されたタスクを含めた場合に関連するメー
ルは，調査対象メール全体の 39%にあたる 199通と分
かった．つまり，タスクの数が増えると，タスクと関
連するメールの割合が大きくなることが分かる．よっ
て，タスクと関連するメールの割合はタスクの数に依
存するといえる．
カレンダに登録されるタスクの数は，どの程度の粒度
の作業までをタスクとしてカレンダに登録するかに
よって変化する．カレンダにタスクとして登録する作
業の粒度が細かいほど，カレンダに登録されるタスク
の数は多くなる．このため，今回の調査に用いた共有
カレンダより細かい粒度の作業までをタスクとして登
録しているカレンダを調査に用いた場合，メールの総
数に占めるタスクと関連するメールの割合は今回の調
査の結果より大きくなると考えられる．

4. 問題と対処
4.1 メールとカレンダの連携における問題
メールとタスクの関連付けを行える既存のアプリケー
ション [1][2] を調査し，メールとカレンダの連携の利点を
得るうえでの問題を明らかにした．この結果，既存のアプ
リケーションを利用したメールとカレンダの連携におい
て，以下の 2つの問題があると判断した．
問題 1 関連するタスクをメールから参照できない

2.4節で述べたメールとカレンダの連携の利点を得る

ためには，メールとタスクの関連の情報を保持できる
機能と，メールとタスクの双方から他方を参照できる
機能が必要である．Google Tasks[1]やMacの「メー
ル」と「カレンダー」[2] では，メールからタスクを作
成することでメールとタスクを関連付けることが可能
である．また，関連するメールをタスクから参照する
ことが可能である．これは，メールとタスクの関連の
情報をタスク側に保持させ，関連するメールの情報を
タスクがもつことで実現している．しかし，メールと
タスクの関連の情報をタスク側に保持させているため，
メールとタスクの関連をメールから把握できない．こ
のため，既存のアプリケーションでは，関連するメー
ルをタスクから参照できるが，逆に関連するタスクを
メールから参照できない．

問題 2 メールの検索に手間がかかる
メールをやり取りした時点ではタスクと関連付けず，
後に関連付ける場合，タスクと関連付けるメールを探
す必要がある．メールを探す方法として，多くのメー
ラにはキーワード検索の機能がある．しかし，キー
ワードを含むメールが多く，タスクと関連付けるメー
ルを見つけづらい場合が考えられる．また，略称や別
名でタスクが登録されており，タスク名から適切な
キーワードを推測できず，キーワード検索自体が行え
ない場合も考えられる．このような場合，過去にやり
とりされたメールの文面を確認し，タスクに関連付け
るメールであるか判断する，という手順を複数回行う
必要があり，手間がかかる．

4.2 メールとカレンダの連携における問題への対処
問題 1への対処として，メールとタスクの関連の情報を
タスクとメールの両方から参照可能にする．これにより，
メールから関連するタスクを参照でき，関連するメールと
タスクの両方からの参照を実現できる．
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問題 2への対処として，メールを探す際に再利用情報を
用いた絞込みを可能にする．2.4節で述べたように，メー
ルとタスクが繰返し発生している場合に，メールとカレン
ダの連携の利点が得られる．2.2節で述べた再利用情報は，
メールの再利用により類似したメールの送信が繰り返され
ていることを意味する．このため，再利用情報をもつメー
ルは，タスクと関連付けた際にメールとカレンダの連携の
利点が得られる有用なメールといえる．そこで，再利用情
報を利用したメールの絞込みを実現する．絞込みを行うこ
とにより，繰返し送信されている有用なメールを一覧でき
る．適切なキーワードが分かる場合，キーワード検索と併
用することで，より絞込みの精度を向上させることができ
る．これにより，確認するメールの数を減らせるため，タ
スクと関連付けるメールを探す際の手間を軽減できる．
以上の対処を実現するため，再利用情報を利用してメー
ルとタスクの関連付けを行うシステムを提案する．

5. システムの設計
5.1 扱う情報
4.2節で提案した再利用情報を利用してメールとタスク
の関連付けを行うシステム (以下，提案システム) では，以
下の 5つの情報を扱う．
M メール
過去にやりとりされ，提案システム上にアーカイブさ
れているメールの情報である．

M’ 送信されたメール
ユーザが送信したメールである．

R 再利用情報
メールを再利用した履歴の情報である．

T タスク
提案システムと連携するカレンダシステムに登録され
たタスクの情報である．

M:T メールとタスクの組 (メール・タスク関連情報)

関連するメールとタスクの組である．
また，再利用情報の構成は，メールの再利用を促進する
システム [5]と同様の構成とする．

5.2 関連付けを行う際の動作
5.2.1 閲覧インタフェースを利用して関連付ける場合
メール・カレンダ共通閲覧部が提供する閲覧インタフェー
スを利用して，ユーザはメールとタスクを選択し関連付
けを行える．この流れについて，図 6を用いて説明する．
図 6は，提案システムの構成を表している．
(A-1) メール・タスク関連情報管理部は，各管理部からタ
スク (T)，メール (M)，再利用情報 (R)，およびメー
ル・タスク関連情報 (M:T)を集め，これらをメール・
カレンダ共通閲覧部でユーザに提示する．

(A-2) ユーザはメール・カレンダ共通閲覧部が提供する

䝯䞊䝷定
䜾䝹䞊䝥䜴䜵䜰 

用SMTP䝃䞊バ定

再利用情報 

管理部定
䜰䞊カ䜲䝤定
管理部定

ユ䞊䝄定

配送定

䝯䞊䝹䞉䝍ス䜽 
関連情報管理部定

カ䝺ン䝎 

䝅ステ䝮定

䝯䞊䝹解析部定

䝍ス䜽情報 

管理部定

[B‐5]定
[B‐6]定

[B‐8]定

[B‐7]定

[B‐4]定

[B‐6]定

[B‐7]定

M'定

[B‐7]定
[B‐8]定

再利用 

提案部定

テン䝥䝺䞊䝖定
作成部定

ユ䞊䝄䛻䝯䞊䝹 

䛸し䛶送信定

[B‐3]定

[B‐3]定

[B‐1]定

再利用 

情報DB定
䝯䞊䝹定
䜰䞊カ䜲䝤定

[B‐2]定

䝯䞊䝹䞉カ䝺ン䝎 

共通閲覧部定

[B‐7]定

[B‐1]定

(A‐1) 

[B‐2]定

(A‐1) 

[B‐2]定

[B‐7]定

(A‐2)定

(A‐1)定(A‐1)定

(A‐1)定 (A‐1)定

(A‐3)定(A‐1)定

[B‐7]定

(A‐1) 

[B‐2]定

䝯䞊䝹䞉䝍ス䜽 
関連情報DB定

(A‐3) 

[B‐7]定

図 6 提案システムの構成

閲覧インタフェースを通じ，メール (M)とタスク (T)

を選択して関連付ける．または，メール (M)からタ
スク (T)を作成することでメールとタスクを関連付
ける．

(A-3) メール・タスク関連情報管理部は，メール・カレン
ダ共通閲覧部から渡されたメール (M)とタスク (T)

の情報からメール・タスク関連情報 (M:T)を作成し，
メール・タスク関連情報 DBへ保存する．

5.2.2 メールの再利用により関連付ける場合
メールの再利用時，再利用元となるメールに関連する
タスクから再利用先のメールに関連するタスクを予測し，
ユーザに登録および関連付けを提案し関連付ける方法が考
えられる．この流れについて，図 6を用いて説明する．
[B-1] 再利用提案部は，テンプレートメールの作成に必要
な情報を取得する．ユーザによる再利用操作の場合，
メール・カレンダ共通閲覧部から再利用元となるメー
ル (M)を取得する．システムによる再利用提案の場
合，再利用情報 (R)を取得する．

[B-2] 再利用提案部は，再利用元となるメール (M)に関
連するタスクの有無をメール・タスク関連情報管理部
に問い合わせる．再利用元となるメール (M)に関連
するタスク (T)がある場合，メール・タスク関連情報
管理部は，再利用先のメールに関連するタスクを予測
する．たとえば，「第 3回打合せ」というタスクから，
「第 4回打合せ」というタスクを予測した場合の動作
には以下の 2つの場合がある．
( 1 ) 「第 4回打合せ」がカレンダに存在する場合
「第 4回打合せ」というタスク (T)をカレンダシ
ステムから取得し，再利用提案部に送信する．

( 2 ) 「第 4回打合せ」がカレンダに存在しない場合
「第 4回打合せ」という擬似的なタスク (T)を
作成し，再利用提案部に送信する．擬似的なタス
クは，タスクがカレンダに存在しないことを意味
する．
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件名定 送信日時定
⬜️定ḟ回䝭䞊テ䜱ン䜾䛻䛴い䛶定 2015/01/09 10:34定

⬜️定Ⓩ録情報更新䛾䛚願い定 2015/01/09 15:32定

⬜️定第3回打合せ䛾日時変更䛾䛚知䜙せ定 2015/01/08 11:50定

⬜️定コピ䞊機䛾不具合䛾䛤報告定 2015/01/08 10:16定

⬜️定新ᖺ会䛾場所䛻䛴い䛶定 2015/01/05 14:01定

⬜️定第2回打合せ議事録定 2015/01/04 16:48定

⬜️定 Re: 䝃䞊バ復旧䛾䛤報告定 2014/12/30 11:29定

⬜️定䝃䞊バ復旧䛾䛤報告定 2014/12/30 11:22定

⬜️定勉強会䛾出Ḟ䛻䛴い䛶定 2014/12/29 13:20定

⬜️定新ᖺ会䛾出Ḟ確認定 2014/12/12 11:05定

⬜️定 Re: 大掃除䛻䛴い䛶定 2014/12/10 16:02定

⬜️定大掃除䛻䛴い䛶定 2014/12/10 14:30定

⬜️定第1回打合せ議事録定 2014/12/08 15:16定

⬜️定ᖺ末䞉ᖺ始䛾防犯䛻䛴い䛶定 2014/12/06 10:01定

⬜️定 Re: 忘ᖺ会䛾出Ḟ確認定 2014/12/05 14:44定

⬜️定忘ᖺ会䛾出Ḟ確認定 2014/12/05 14:21定

⬜️定ḟ回䝭䞊テ䜱ン䜾䛻䛴い䛶定 2014/12/05 12:40定

⬜️定忘ᖺ会䛾䛚知䜙せ定 2014/12/04 10:59定

Date定 <<     2015‐01     >>定
1䠄木䠅定

2䠄金䠅 

3䠄土䠅定 ️定
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5䠄᭶䠅定

6䠄火䠅定

7䠄水䠅定⬜️定 䝭䞊テ䜱ン䜾(10:00〜11:00)定

⬜️定新ᖺ会(17:00〜20:00)定

8䠄木䠅定

24䠄土䠅定

25䠄日䠅定

26䠄᭶䠅定 ️定

27䠄火䠅定⬜定勉強会(10:00〜17:00)定

28䠄水䠅定

29䠄木䠅定⬜️定第3回打合せ(14:30〜16:30)定

⬜️定飲䜏会(18:00〜20:00)定

30䠄金䠅定

31䠄土䠅定⬜️定 䝭䞊テ䜱ン䜾(13:00〜14:00)定

定 定
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䝗䝷ッ䜾＆䝗䝻ッ䝥䛷䝍ス䜽䜢作成 

図 7 メールのドラッグ＆ドロップによるタスクの作成

[B-3] テンプレート作成部は，[B-2] で予測したタスク
(T)と新たな再利用情報 (R)を作成したテンプレート
メールに付与し，ユーザへ送信することでメールの再
利用を提案する．

[B-4] ユーザは受け取ったメールを修正し，修正したメー
ルを送信することでメールの再利用をする．

[B-5] 送信されたメール (M’)は通常のメール配送とは
別にメール解析部に渡され，再利用情報 (R)と [B-2]

で予測したタスク (T)の有無を判別される．
[B-6] 送信されたメール (M’)に再利用情報 (R)が含ま
れている場合，再利用情報 (R)を再利用情報DBに保
存する．

[B-7] 送信されたメール (M’)に [B-2]で予測したタスク
(T)が含まれている場合，閲覧インタフェースでユー
ザに送信されたメール (M’)と予測したタスク (T)の
関連付けを提案する．予測したタスク (T)が擬似的
なタスクの場合，先にタスクの登録を提案する．ユー
ザがタスクの登録の提案を受け入れた場合，擬似的な
タスクをタスク (T)として登録し，カレンダシステ
ムに反映する．ユーザが関連付けの提案を受け入れた
場合，送信されたメール (M’)とタスク (T)を関連付
け，メール・タスク関連情報 (M’:T)を作成してメー
ル・タスク関連情報 DBに保存する．

[B-8] 送信されたメール (M’)をメールアーカイブに保
存する．

5.3 操作例
5.3.1 メールからタスクを作成
メールからタスクを作成する流れを以下に示す．

( 1 ) 閲覧インタフェースを表示する．
( 2 ) タスクを作成するメールを探し，図 7のようにカレン
ダの日付のセルにドラッグ＆ドロップする．

( 3 ) ドロップした日付にタスクが作成される．
上記の流れで作成されたタスクの詳細を表示すると，図 8

のように，タスクの元となったメールが表示され，メール
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図 9 メールの操作一覧

とタスクが関連付けられていることが分かる．
5.3.2 過去のメールを再利用
メールを再利用する流れを以下に示す．

( 1 ) キーワード検索と再利用情報を用いた絞込みを利用し
て再利用するメールを探す．

( 2 ) (1)で探し出したメールを選択し，図 9の操作一覧か
ら「このメールを再利用」を選択する．

( 3 ) 提案システムに登録されたメールアドレス宛にテンプ
レートメールが送信される．ユーザは任意のメーラで
これを受信する．

( 4 ) (3)で受信したメールの文面を修正し，送信する．
上記の流れでメールを再利用すると，提案システムに (4)

で送信したメールが蓄積される．また，蓄積されたメール
に再利用情報が付与される．
5.3.3 過去の予定に関連するメールを参照
提案システムでは，タスクに関連するメールだけでなく，
関連するメールの再利用元となったメール (それ以前の同
様のタスクに関連するメール)を参照できる．過去の予定
に関連するメールを参照する流れを以下に示す．
( 1 ) 過去のタスクの詳細を表示する．
( 2 ) 図 10のように，表示しているタスクに関連するメー
ルだけでなく，これ以前の同様のタスクに関連する
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定図 10 再利用の関係にあるメールの一覧表示

メールも一覧されている．
( 3 ) 関連するメールをクリックし，メールの内容を参照
する．

6. おわりに
本稿では，まず，メールとカレンダの連携について検討
した．メールとカレンダを連携させれば，作業の情報を補
足する手間の軽減，タスクに関連して送信すべきメールの
把握，およびメール送信を契機とした登録すべきタスクの
把握という 3つの利点が得られる．
次に，メールとタスクの関連の調査と既存のアプリケー
ションにおけるメールとタスクの関連付けの調査を行った．
調査の結果，調査対象のタスク全体の 94%にあたる 50件
のタスクがメールと関連すると分かった．このため，メー
ルとタスクは関連することが多く，メールとカレンダの連
携の利点を得られる機会が多いと分かった．
続いて，既存のアプリケーションにおけるメールとタス
クの関連付けの問題とその対処を検討した．既存のアプリ
ケーションにおけるメールとタスクの関連付けには，関連
するタスクをメールから参照できない，メールの検索に手
間がかかるという 2 つの問題があると分かった．関連す
るタスクをメールから参照できない問題への対処として，
メールとタスクの双方から他方を参照可能にする．メール
の検索に手間がかかる問題への対処として，関連付ける
メールを探す際に再利用情報を用いた絞込みを可能にする．
最後に，既存のアプリケーションにおけるメールとタス
クの関連付けの問題への対処を実現するシステムを設計
した．
今後の課題として，2.3節で述べたタスクの再利用情報
を利用する手法の検討・実装がある．現在の提案システム
では，タスクの再利用情報を利用する仕組みを取り入れて
いないため，2.4節 (2)の利点を得るにはユーザがタスク間
の関連を把握しておく必要がある．タスクの再利用情報を
利用する手法を検討・実装し，ユーザがタスク間の関連を

把握してなかったとしても 2.4節 (2)の利点を得られるよ
うにする．また，提案システムの有益性の評価がある．た
とえば，再利用情報を用いた絞込みの精度の測定や，提案
システムが有用な場面・条件についてのより詳細な検討を
行う．さらに，再利用情報を最初に付与する際の手間の軽
減がある．現在の提案システムの設計では，再利用情報を
最初に付与する際には，既存のアプリケーションと同じ方
法でメールを探す必要があり，手間がかかる．そこで，関
連付けるメールとタスクを抽出して関連付けを自動化する
仕組みを実装し，ユーザの負担のさらなる軽減を試みる．
この仕組みの実装においては，メールの文書構造からタス
クを抽出する手法 [8]や概念学習・関係学習によってメー
ルを自動分類する手法 [9][10]が参考になると考えている．
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